
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

平成３０年度埼玉の子ども 70万人体験活動 

●福祉協議会と連携を図り、白杖体験や車いす体験を毎年、４年生の

総合的な学習の時間で行っている。 

●車いすに乗る体験や白杖を持って実際に移動する体験を一部の児

童だけでなく全員に行わせている。 

●誰に対しても優しく接することの大切さを学び、相手を思いやる

心を育てるよい機会となった。 

●体験学習を通して、身体の不自由な人がどのような思いで生活を

しているのか、健常者のわたしたちができることは何かを真剣に

考えることができた。 

●  

●初めて車いすに乗ってみると、少しの段差でも通るのがとても大変

なことが分かった。バリアフリーがもっと進むと車いすの人も生活

しやすくなると感じた。 

●どうやって白杖の人を誘導すればいいかなどを知ることができた。

これからの生活の中で、目の不自由な人を見かけたら、声をかけて

やさしくしてあげたい。 
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